
　
大
綱
曳
き
に
向
け

、
女
性
の
会

が
着
物
を
寄
贈
し
て
く
れ
る
人

を
探
し
て
い
る

。
津
嘉
山
大
綱

曳
き
で
は

、
着
物
を
着
た
女
性

の
ス
ネ
ー
イ
が
見
ど
こ
ろ
の
ひ

と
つ
だ
が

、
同
会
に
よ
る
と
近

年
は
着
物
を
着
る
習
慣
が
な

く

、
自
宅
で
保
管
し
て
い
る
世

帯
が
減

っ
て
い
る
と
い
う

。
女

性
の
会
は

「
提
供
で
き
る
人
は

津
嘉
山
地
域
振
興
資
料
館

、
電

話
０
９
８

（
８
８
９

）
１
４
３

５
ま
で
連
絡
し
て
ほ
し
い

」
と

呼
び
掛
け
て
い
る

。

着物の寄贈求める　女性の会

㊤大綱曳きで女性が着る浴衣の見本は津嘉山地域
振興資料館で展示されている
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本番向け準備着々

大
綱
曳
き
7
日
に
綱
打
ち

㊤本番に向け、東西の御物構では旗頭の制作が進んでいた。

　
7
月
2
7
日

(

土

)

、

2
8
日

(

日

)

に
津
嘉
山
小

学
校
で
行
わ
れ
る

「
津
嘉
山

大
綱
曳
き

」
に
向
け
た
準
備

が
本
格
化
し
て
い
る

。
東
西

御
物
構

（
グ
ム
チ

）
は
旗
頭

の
制
作
を
始
め

、
棒
の
練
習

も
始
ま

っ
て
い
る

。
女
性
の

会
も
歌
や
踊
り
の
練
習
を
始

め
て
お
り

、
本
番
に
向
け
て

機
運
は
高
ま
り
つ
つ
あ
る

。

　
7
月
7
日

(

日

)

は
午
前

9
時
か
ら
津
嘉
山
地
域
振
興

資
料
館
で
綱
打
ち
が
行
わ
れ

る

。

　
こ
の
綱
打
ち
は
例
年
と
は

異
な
り

、
１
０
０
㍍
近
い
綱

を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず

、

多
く
の
区
民
の
結
集
が
必
要

だ

。
金
城
清
区
長
は

「
少
な

く
と
も
５
０
０
人
の
参
加
が

必
要
だ

。
大
き
な
綱
を
作
り

上
げ
た
い

」
と
呼
び
か
け

た

。
綱
の
組
み
立
て
は
２
１

日
に
津
嘉
山
小
学
校
で

。

　
綱
曳
き
に
向
け
た
協
賛
金

の
協
力
依
頼
も
始
ま

っ
て
い

る

。
問
い
合
わ
せ
は
資
料
館

ま
で

。



21年ぶり開催へ　高まる機運

 
女
性
の
会
は
綱
曳
き
で
女
性
が
着
る
衣
装
の
モ
デ
ル

を
公
開
し
た

（
左

）
。
着
物
は
浴
衣
で

、
で
き
る
だ
け

絣
模
様
が
望
ま
し
い

。
足
元
は
白
足
袋

、
赤
鼻
緒
の
草

履

。
下
着
は
着
物
用
の
襦
袢

（
じ
ゅ
ば
ん

）
、
ス
テ
テ

コ

、
着
物
用
の
下
着
を
推
奨

。
帯
と
頭
帯
は
紫
色

。
手

に
持
つ
テ
ィ
サ
ー
ジ
と
帯

、
頭
帯
は
女
性
の
会
で
貸
し

出
し
予
定

。

7月2日(日)：全体実行委員会
／7月7日(日):綱打ち・メーミチ
綱引き／7月21日(日)：大綱組
み立て・予行演習／7月24日
(水)～25日(金)：会場設営／7
月26日(金)：最終点検／7月27
日(土):大綱曳き（1日目）／7月
28日（日）：大綱曳き（2日目）

最新情報は、公
式サイト㊧から

今後の日程

7月27日(土)、28日(日)に開かれる21年ぶりの大綱曳きに向け、区民の作業が本格化し
ている。高まる東西御物構や関係者の様子を写真で紹介する。準備の様子や今後の日
程は公式サイトでも確認できる。

女性の会　着物公開


